
発行　京都府宇治市

　　　〒611京都府宇治市
察

宇治琵琶33番地

屯謡(0774）22－3141

編集　広　報　課

●川l 1 El･llH･21日兌行

１Ｑ
Ｚ
‘
年
制

／
邸

（
り
こ

第921号

　　　　　　市　の　人　ロ

　　　　（平成3年6 n 1日現在）

世帯数　59,284世帯（前月比172世帯増）

人　口　178,154人(in月比185人増）

　　男　88,249人

　　女　89,905人

　
梅
雨
１
本
格
的
な
雨
の
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。
市
で
は
、
的
確
な
防
災
対
策
活
動
を

行
う
た
め
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
。
市
内
の
災
害
危
険
個
所
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
・

皆
さ
ん
も
、
大
雨
な
ど
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に
、
身
の
回
り
の
溝
や

と
い
な
ど
を
点
検
す
る
と
と
も
に
、
危
険
な
個
所
は
な
い
か
、
万
一
災
害
が
発
生
し
た
場

合
ど
う
す
る
か
な
ど
を
、
家
族
み
ん
な
で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。大

き
な
被
害
を

　
も
た
ら
す
土
砂
災
害

ト
雨
期
に
備
え
て
市
内
の
造
成
地
な
ど
を
パ
ト
ロ
ー
ル

　
　
（
５
月
2
0
日
の
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
、
広
野
町
で
）

植
物
公
園
施
設
整
備
費
な
ど

４
億
５
千
４
百
万
円
を
追
加

Ｊ
Ｒ
黄
集
駅
前
に
自
転
車
等
駐
車
場
設
置
の
議
案
も

　
宇
治
市
議
全
（
月
定
例
心
一
は
、

六
月
十
日
か
ら
二
十
七
Ｂ
ま
で

の
十
八
日
間
の
必
一
期
で
開
か
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
定
例
会
に
は
、
一
般
心
一

計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
な
ど

の
予
算
や
、
Ｊ
Ｒ
誇
｛
駅
前
自

転
車
等
駐
車
場
設
置
に
伴
う
条

例
の
一
部
改
正
な
ぺ
計
十
七

議
案
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
補
正
は
、
当
初

賞
編
蛮
、
芸
に
孝
し

た
寄
付
金
及
び
国
ｍ
支
出
金
の

内
定
な
ど
事
業
の
具
体
化
に
伴
。

う
事
業
費
が
中
心
で
、
補
正
額

は
四
億
五
千
四
百
万
円
夕
計
上
。

補
正
後
の
予
算
総
額
は
、
四
百

土
八
億
千
四
百
四
十
八
万
円
と

６月定例会

な
り
ま
す
。

　
そ
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

▽
植
物
公
園
事
業
費
の
追
加

　
（
用
地
費
・
施
設
整
備
費
）
に

　
二
億
三
千
四
百
八
十
七
万
円

▽
仙
郷
山
二
号
林
道
開
設
事
業

　
に
四
千
三
百
五
十
万
円

▽
Ｊ
Ｒ
六
地
蔵
新
駅
設
置
事
業

　
毎
年
、
梅
雨
な
ど
の
雨
期
に
な

る
と
、
集
由
に
豪
雨
に
よ
る
浸
水
や

土
砂
崩
れ
な
ど
の
被
害
が
、
全
国

で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
五
月
二
十
日
、
池

本
市
長
か
ほ
じ
め
、
市
や
府
な
ど

の
関
係
者
七
ぷ
↓
ハ
が
、
防
災
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
。
市
内
の
造
成
地

や
河
川
な
ぺ
集
中
豪
雨
が
あ
っ

た
場
合
に
危
険
と
思
わ
れ
る
個
所

を
視
察
し
、
的
確
な
防
災
対
策
活

動
が
で
き
る
よ
う
備
え
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
山
地
の
多
い
わ
が

国
で
は
地
す
べ
り
や
が
け
崩
れ
、

土
石
流
な
ど
に
よ
る
土
砂
災
害
が

起
こ
り
や
す
く
、
い
っ
た
ん
発
生

す
る
と
、
貴
重
な
生
命
や
家
・
田

畑
な
ど
を
一
瞬
に
し
て
奪
う
、
大

き
な
災
害
と
な
り
ま
す
。

　
費
の
追
加
に
一
億
二
千
三
百

　
九
十
四
万
千
円

▽
Ｊ
Ｒ
黄
璧
駅
前
自
転
車
等
駐

　
車
場
開
設
事
業
に
二
百
六
十

　
八
万
円

▽
社
会
福
祉
協
議
会
活
動
助
成

　
補
助
金
の
追
加
（
「
ふ
れ
あ

　
い
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
Ｊ
実

　
施
に
伴
う
市
負
担
分
」
に
六

　
十
五
万
六
千
円

▽
寄
付
金
受
け
入
れ
に
伴
う
事

　
業
（
国
際
交
流
芳
器
立
金

　
追
加
、
福
祉
芳
信
立
金
追

　
加
、
中
央
図
書
館
図
毒
等
購

　
入
費
追
加
な
ど
）
に
千
四
百

　
万
円

　
こ
の
ぷ
７
な
土
砂
災
害
に
対
し

て
は
、
一
股
に
、
一
時
間
に
二
十

ミ
リ
以
上
か
、
降
り
始
め
か
ら
百

ミ
リ
以
上
の
降
雨
に
な
る
と
、
十

分
な
注
意
が
必
要
で
す
（
左
表
参

照
）
。

　
ま
た
、
都
市
化
が
進
み
、
舗
装

路
面
も
増
え
た
た
め
、
雨
が
地
中

に
浸
透
し
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
急
に
出
水
す
る
こ
と

が
多
く
な
り
、
思
わ
ぬ
所
で
被
害

が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
○
土
石
流
・
・
・
大
量
の
土
・
石
・

砂
な
ど
が
、
大
量
の
ホ
と
混
ざ
り

合
っ
て
、
津
波
の
よ
う
に
流
れ
出

す
も
の
。
先
端
部
に
大
き
な
岩
の

あ
る
こ
と
が
多
く
、
破
壊
力
も
大

き
い
た
め
、
悲
修
な
被
害
を
及
ぼ

し
ま
す
。

　
○
地
す
べ
り
…
粘
土
な
ど
の
す

べ
り
や
す
い
地
層
を
境
に
、
そ
の

上
の
地
面
が
、
そ
っ
く
り
動
き
出

す
も
の
。
田
畑
や
建
物
・
道
路
な

ど
が
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
被
害

１時間雨量のめやす

を
受
け
ま
す
。

　
Ｏ
が
け
崩
れ
…
地
中
に
し
み
込

ん
だ
ホ
が
土
の
抵
抗
を
弱
め
、
斜

面
が
突
然
崩
れ
落
ち
る
も
の
。
前

触
れ
な
く
起
こ
り
、
速
度
が
速
い

た
め
、
逃
げ
遅
れ
、
死
亡
す
る
場

合
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
激
し
い
降
雨
時
に
は

　
気
象
情
報
に
注
意
を

　
集
中
豪
雨
の
発
生
の
仕
組
み
は
、

ま
だ
詳
し
ぐ
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

従
っ
て
、
そ
の
来
襲
奮
九
全
に
予

知
す
る
こ
と
は
で
呈
安
ん
。

　
突
然
の
自
然
災
害
に
よ
る
被
害

賀
少
し
で
も
軽
く
す
る
に
は
、

シー
心

iｊ

ね

地
域
の
地
形
や
地
質
、
水
は
け
な

ど
、
周
囲
の
状
況
牽
よ
く
知
り
、

日
ご
う
か
ら
点
検
衆
心
掛
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
い
ざ
と

い
う
時
の
避
難
の
方
法
や
場
所
な

ど
べ
地
域
や
家
庭
で
前
も
っ
て

決
め
て
お
く
こ
と
梨
ハ
切
で
す
。

　
そ
し
て
、
雨
の
降
り
方
が
激
し

い
と
感
じ
た
ら
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
の
気
象
情
報
に
注
意
し
、
周
り

の
小
さ
な
変
化
夕
見
逃
さ
な
い
こ

と
も
、
璽
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

身
近
な
環
境
整
備
で

　
　
被
害
を
最
小
限
に

　
大
雨
に
よ
る
被
害
は
、
日
ご
ろ

の
十
分
な
備
え
で
、
最
小
限
に
と

芦
ゐ
る
こ
と
が
で
奎
求
す
。
ま
ず
、

身
近
な
環
境
の
整
備
か
ら
始
め
ま

し
ょ
う
。

　
側
溝
や
水
路
に
、
ゴ
ミ
や
土
砂

が
た
ま
る
と
、
わ
ず
か
な
雨
で
も

水
が
あ
ふ
れ
東
丿
。
地
域
や
家
庭

で
、
雨
期
に
備
え
て
、
側
溝
や
雨

ど
い
な
ど
夕
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

　
溝
掃
除
で
出
た

　
泥
や
ゴ
ミ
を
回
収

　
市
で
は
、
町
内
（
自
治
）
会
な

ど
で
溝
掃
除
奮
耳
追
合
、
掃
除

で
出
た
土
砂
か
天
れ
る
容
器
を
貸

山の降り方 昨間雨吸

　Miのａがよく聞こえ、道路

や庭瓦のあちこちに水たまり

ができる。

5mm

　S lO

　地而 -面に水たまりができ、

山のffで話し声がよく聞こえ

ない。

lo

　S 20'""

　どしゃ降りで道路の側溝が

あふれ、川のように流れる。

20"ii≫・

　Ｓ30^

　バケツをひっくり返したよ

うな激しい巾が降り続く。

30"""
　以i-.

し
出
し
、
後
日
土
砂
と
一
緒
に
回

収
し
て
い
ま
す
。
溝
掃
除
の
十
日

前
ま
で
に
、
清
掃
事
務
所
（
内
線

３
１
８
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
容
器
の
数
に
は
限
ひ
が

あ
り
ま
す
の
で
、
や
む
を
得
ず
実

施
日
を
変
更
し
て
い
た
だ
ぐ
場
合

も
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
便
槽
へ
の
浸
水
防
止

　
対
策
も
忘
れ
ず
に

　
一
時
的
な
浸
水
で
も
、
く
み
取

り
式
便
所
へ
水
が
入
る
と
、
使
え

な
く
な
り
未
了
。
く
み
取
り
ロ
が

横
ぶ
た
式
の
握
－
は
、
土
の
う
・

ナ
イ
ロ
ン
で
浸
水
忿
貿
差
し
ょ

う
。
マ
ン
ホ
ー
ル
式
の
場
合
は
、

ふ
た
を
ナ
イ
ロ
ン
な
ぷ
劣
通
し

に
く
い
も
の
で
覆
い
、
重
し
な
ど

m
い
て
密
閉
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
各
家
庭
の
く
み
取
り
ロ
に
応
じ

た
浸
水
防
止
法
な
ぺ
詳
し
ぐ
は

城
南
衛
生
管
理
組
合
（
豊
０
７
５
　
・

６
３
１
・
5
1
7
1
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
欠
な
お
、
収
集
日
に

は
、
土
の
う
・
ナ
イ
ロ
ン
な
ど
は

取
ひ
除
き
、
く
み
取
り
作
業
に
支

障
が
な
い
ふ
つ
に
し
ア
v
だ
さ
い
。

新庁舎　

輪郭を現す　4年3

月　完成予

定

　
昨
年
七
月
に
着
工
し
た
新
庁

舎
建
設
工
事
は
、
順
調
に
進
行
。

鉄
骨
の
建
ち
正
が
昧
が
ほ
ぽ
完

了
し
、
新
庁
舎
の
輪
郭
が
現
れ

て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
新
庁
舎
は
、
四
年
三
月

に
完
戌
（
付
属
工
事
の
完
成
は

四
年
八
月
）
の
予
定
。
規
模
は
、

地
上
八
階
（
塔
屋
二
階
）
、
地
下

一
階
、
の
べ
床
面
積
一
万
八
千

五
百
七
十
九
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、

高
さ
は
四
十
二
・
九
メ
ー
ト
ル
。

二
十
一
世
紀
へ
飛
躍
す
る
「
活

力
あ
ふ
れ
る
人
間
性
豊
か
な
宇

治
市
」
か
推
進
す
る
拠
点
で
あ

り
、
さ
ら
に
充
実
し
た
行
政
サ

ー
ピ
ス
か
美
現
す
る
た
め
に
、

大
き
な
役
割
を
果

た
す
も
の
で
す
。

ト
輪
郭
を
現
し
た
新
庁
舎
（
右
下
は

　
現
在
の
庁
舎
、
６
月
５
日
撮
影
）

市
民
の
皆
さ
ん
に

何
か
と
不
便
を
お

掛
け
し
ま
す
が
、

ど
ラ
か
ご
理
解
。

ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、

駐
車
場
が
不
足
し

て
い
ま
す
。
車
で

の
来
庁
は
、
で
き

る
だ
け
避
け
て
い

た
だ
空
手
よ
フ

ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

市
役
所
は
、
毎
月

第
２
・
第
４
土
曜
日
は

休
み
で
す

　
市
役
所
は
、
毎
月
、
第
二
・

第
四
土
曜
日
は
休
み
で
す
（
本

庁
で
の
業
務
〈
戸
籍
、
住
民

票
、
印
鑑
登
録
、
税
務
、
国
民

健
康
保
険
、
国
民
年
金
な
ど
〉

や
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

は
休
み
ま
す
）
。
た
だ
し
、
出
生

届
・
婚
姻
届
・
死
亡
届
な
戸
ほ
、

警
備
員
室
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
み
収
集
や
保
育
所
・

幼
稚
園
な
ど
の
施
設
は
、
こ
れ

ま
で
と
お
り
業
務
倉
灯
い
ま
す

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

1265

市
政
だ
よ
り
７
月
１
日
号
は
、

６
月
3
0
日
剛
に
新
聞
折
り
込
み
し
ま
す

被
害
防
止
は
環
境
チ
ェ
ッ
ク
か
ら

大雨に備えて
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身近なことからはじめよう

　
高
度
経
済
成
長
期
の
昭
和
四
十
年
代
に
は
、
「
公
害
」
と
呼
ば

れ
る
環
境
破
壊
が
各
地
で
発
生
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
工
場
か

ら
タ
レ
流
さ
れ
た
廃
水
や
ぱ
い
煙
、
鉱
山
か
ら
そ
の
ま
ま
流
さ

れ
た
水
な
ど
。
主
に
生
産
者
側
の
認
識
不
足
や
不
注
意
が
原
因

で
し
た
。
し
か
し
、
最
近
の
環
境
破
壊
の
特
徴
は
、
被
害
が
す

ぐ
に
は
表
に
現
れ
ず
、
破
壊
の
影
響
領
域
が
地
球
規
模
に
な
っ

て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
は
生
産
者
だ
け
の
責
任
で
は
な

く
、
私
た
ち
消
費
者
も
加
害
者
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
の

で
す
。

　
前
回
の
「
暮
ら
し
の
情
報
」
で
は
、
地
球
環
境
破
壊
の
現
状

に
つ
い
て
掲
載
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
こ
の
大
き
な
問
題
の
解

決
に
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
ど
の
よ
う
に
貢
献
で
き
る
の
か
、

身
近
な
こ
と
か
ら
再
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

地球の

温暖化

オゾン層の破壊河川・海洋の汚染

森林資源

の破壊

市
の
取
り
組
み

　
市
で
は
、
地
球
環
境
の
保
護
に

つ
い
て
考
え
、
ゴ
ミ
の
減
量
と
資

源
の
有
効
利
用
か
目
的
と
し
て
、

次
の
事
業
に
取
ぴ
組
ん
で
い
毒
了
。

　
●
古
紙
回
収
事
業

　
自
治
会
・
町
内
会
な
ど
と
協
定

を
結
び
、
月
一
回
、
新
聞
紙
・
雑

誌
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
回
収
し
て
い

康
裏
現
在
の
実
施
団
体
は
百
三

十
五
団
体
で
す
。

●
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

　
自
治
会
・
町
内
会
な
ど
を
通
じ

ゴミの増

大

て
、
缶
・
び
ん
・
ガ
ラ
ス
を
回
収
。

福
祉
団
体
に
選
別
し
て
い
た
だ
き
、

再
利
用
す
る
資
源
と
し
て
売
却
し

て
い
ま
す
。
実
施
団
体
は
現
在
十

五
団
体
で
す
。
詳
し
ぐ
は
清
掃
事

務
所
（
内
線
３
１
８
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
◇

　
こ
の
ほ
か
。
子
μ
も
リ
サ
イ
ク

ル
教
室
や
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
セ
ン

タ
ー
事
業
、
ま
た
、
市
の
施
設
で

の
石
け
ん
使
用
推
進
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
求
了
。
詳
Ｌ
ｙ
ぐ
は
自
治

振
興
課
（
内
線
３
８
５
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

る
水
の
供
給
は
、
だ
れ
も
が
望

む
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
川
の

水
に
は
い
ろ
い
ろ
な
物
が
混
じ

っ
て
い
て
、
今
の
浄
水
法
で
は

除
去
し
膠
れ
な
い
も
の
も
あ
り

卓
子
。
そ
の
一
つ
に
、
戦
後
急

激
に
増
加
し
た
合
成
洗
剤
が
あ

り
求
了
。

　
清
潔
さ
を
求
め
て
、
用
途
ご

と
に
考
量
の
洗
剤
を
使
う
現
代

の
生
活
は
、
目
前
の
汚
れ
は
除

去
す
る
も
の
の
、
環
境
に
与
え

る
影
響
は
小
さ
ぐ
あ
り
ま
せ
ん
。

問
題
多
い
合
成
洗
剤

　
合
成
界
面
活
性
剤
を
主
成
分

と
す
る
合
成
洗
剤
は
、
用
途
が

で
あ
っ
て
も
、
安
全
性
や
環
境

へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
問
題
点

が
指
摘
さ
れ
て
い
毒
了
。

　
　
一
方
、
洗
剤
の
中
で
も
、
昔
か

ら
栗
わ
れ
て
き
た
石
け
ん
は
、

分
解
が
早
い
た
め
水
を
汚
す
こ

と
が
少
な
く
、
皮
膚
障
害
も
ほ

と
ん
ど
な
い
な
ど
安
全
性
に
優

れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
に
と
っ
て
洗
剤
は
、

汚
れ
が
良
ぐ
落
ち
、
値
段
が
安

く
、
使
い
や
す
く
、
か
つ
人
体

に
安
全
無
害
で
、
環
境
忿
巧
さ

な
い
も
の
が
ベ
ス
ト
で
す
。
こ

の
条
件
に
近
い
石
け
ん
の
良
さ

を
見
直
し
、
大
切
な
環
境
を
守

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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石けんを使って　環境を守ろう！

毎日が地球の日
暮
ら
し
の
情
報



ｊ市治宇
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毎日大量に使う紙だからこそ

古紙を／

と'うあっても絶対i二再生できない(Sがトイレット

ペーパーやティッシュペーパー｡私たち､だれも

が毎日大量に使-i≫iでT. 地球現惰の環境

問題解決に協力しましょう。

§
OＡ用紙や一般事務用品などにも

古紙を再利用したものかありまｔ

古紙を再利用し.再生パルプを混入した用紙

Ii(OA用紙.印刷用眠.一般事務用品､包装

用紙)にエコマークがついています.資源の節

約と紙から発生するゴミの減少に役立ちtr.

　私たちは今、最も豊かな時代を迎丿

華やかなファッション･グルメ情報c

車の頻繁なモデルチェンジ、おびた

フレットなどは、豊かさのあかしと

　しかし一方では、地球の環境問題

る契約トラブルから事実と異なる旅

さまざまな消費者問題が発生してい

　市では、これらの問題に対処する

治振興課内、内線385）を設けていき

談ください。

XXX:・:>"*"<:・:Ｘ:・:Ｘ:・:I:・:.*'.:・:Ｘ:・:Ｘ:

処理し1こくいプラスチックのｺﾞﾐを

少しでも減らすために。

農らないというプラスチックの利点II,廃棄

されゴミとなった段階で逆に大きな欠点と'i

りまr. 廃プラスチックを再利用した商品に

エコマークがついていまｔ

私
た
ち
も
は
じ
め
て
い
ま
す

　
　
　
宇
治
市
消
費
者
団
体
連
絡
会

　
宇
治
市
消
費
者
団
体
連
絡
会
で

は
、
石
け
ん
の
普
及
促
進
欠
目
指

し
て
、
講
演
会
の
開
催
、
石
け
ん
の

販
売
店
が
一
目
で
分
か
る
地
図
つ

く
り
、
石
け
ん
か
飯
売
し
て
い
る

こ
と
を
ｙ
す
ス
テ
こ

運
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ホ
Ｘ

　
ま
た
、
同
連
絡
会
加
盟
の
各
団

体
で
も
、
環
境
問
題
の
学
習
・
啓
　
っ
使
い
捨
て
時
代
か
考
え
る
会

発
を
は
じ
め
、
次
の
こ
と
に
取
り
　
　
連
絡
先
―
柚
岡
ゆ
か
り
（
豊
3
3
・

組
み
は
じ
め
ま
し
た
。
詳
し
ぐ
は
　
　
5
4
9
5
）

作
団
体
｛
お
Ｊ
い
〈
Ｂ
せ
く
だ
さ
　

新
聞
゛
雑
誌
の
回
収
と
牛

顕

鸚

ｍ
ｍ

洽
振
興
課
（
内
線
３
８
５
）
へ
お
知
　
・
広
野
婦
人
会
　
　
　
　
　
　
‘

ら
せ
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
連
絡
先
上
一
宮
具
子
（
豊
4
3
・
２
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
９
０
７
）
　
　
　
　
　
　
　
‘

　
｀
牛
乳
パ
ッ
ク
の
回
収
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

。
聯

肝
難
眉

っ
京
都
生
協
宇
治
行
政
区
　
　
　
　
っ
公
害
問
題
学
習
会
　
　
　
し

連
絡
先
＝
新
屋
敷
幸
子
（
a
2
3
・
　
　
連
絡
先
＝
器
直
子
（
き
4
3
・
ｏ
一

2
6
7
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
５
７
）
　
　
　
　
　
　
　
‘

1
1
1
1
ｒ
Ｉ
ｒ
Ｉ
ｙ
Ｉ
Ｉ
ｒ
Ｉ
Ｉ
ｒ
Ｉ
．

　
日
ご
う
ら
た
ち
が
使
っ
て
い

る
掃
除
用
の
洗
浄
剤
（
カ
ビ
取

り
剤
・
排
水
パ
イ
プ
用
洗
浄
剤
・

洗
濯
用
即
日
剤
・
ト
イ
レ
用
洗

浄
剤
）
の
中
に
は
、
使
い
方
に

よ
っ
て
は
非
常
に
危
険
な
も
の

が
あ
る
と
い
う
の
を
ご
存
じ
で

す
か
。
’
使
い
方
夕
誤
っ
た
た
め

有
害
ガ
ス
が
発
生
し
、
中
毒
事

故
奎
劃
瓦
こ
し
た
例
が
、
こ

　
取
り
効
果
が
高
い
…
ト
イ
レ

　
用
洗
浄
剤
、
排
水
パ
イ
プ
用

　
洗
浄
剤
、
カ
ビ
取
り
剤

☆
酸
性
タ
イ
プ
＝
石
け
ん
か

　
水
は
大
き
な
循
環
冷
福
り
返

し
な
が
ら
、
私
た
ち
の
暮
β
し

か
受
え
て
い
卓
子
。

　
家
庭
や
工
場
か
ら
排
出
さ
れ

た
水
は
、
そ
の
ま
ま
河
川
に
流

出
し
た
り
、
下
水
処
理
場
で
処

理
さ
れ
た
り
し
て
、
下
流
の
住

民
の
上
水
道
の
水
に
な
り
康
司

　
安
心
し
て
飲
む
こ
と
の
で
き

▽
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
と
は
、

訪
問
販
売
で
商
品
な
ど
か
購
入

し
た
と
き
に
、
そ
れ
が
本
当
に

必
要
か
ど
２
　
Ｊ
「
頭
を
冷
や
し

て
考
え
直
す
」
期
間
を
設
け
、

こ
の
期
間
内
で
あ
れ
ば
無
条
件

に
解
約
で
き
る
制
度
で
す
。

▽
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
期
間
は

八
日
間
で
す
（
マ
ル
チ
商
法
は

十
四
日
間
）
。

▽
販
売
業
者
に
対
す
る
解
約
通

知
は
書
面
で
行
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
（
下
記
参
照
）
。

▽
次
の
場
合
は
ク
ー
リ
ン
グ
ー

オ
フ
制
度
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

①
消
耗
品
を
目
分
の
意
思
で
使

　
っ
た
場
合
（
化
粧
品
や
殺
虫

　
剤
は
使
用
し
た
分
だ
け
）

②
三
千
円
未
満
の
現
金
取
引
の

　
場
合

③
指
定
さ
れ
て
い
な
い
商
品
・

　
役
務
・
権
利
（
指
定
鳶
ハ
て

　
い
て
も
乗
用
自
動
車
は
で
き

　
ま
せ
ん
）

よ
っ
て
は
、
塩
素
系
と
酸
性
タ

イ
プ
の
両
方
あ
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。
い
ず
れ
も
次
の
こ
と
に

十
分
注
意
し
て
使
い
ま
し
″
う
。

広
く
い
ろ
い
ろ
な
方
面
で
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
分
解
に
は
時
間
が
か
か
り
ま

す
。
加
え
て
、
下
水
処
理
場
で

汚
水
処
理
に
使
わ
れ
る
、
活
性

汚
泥
の
処
理
機
能
か
減
退
さ
せ

る
こ
と
な
芦
か
ら
、
十
分
に
処

理
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
ド

合
成
洗
剤
は
天
然
原
料
の
も
の

(商品購入の場合)

　９　浚　∩

代　吋　　　｜
艇押　月
結核(1・行岬

け≒]尚

゛　認

　　バ
　　　９

１ﾊﾟ(?5っ８ﾘｆ

　' む片　゛き　｀　・成1臨　　　けﾐ⊇８

に方O I'lで、私;-
jが　　円は円と｜
引保へは　■ のの　　契
きt: 振　り丿幕間ｆ　約
取しり　　変人で乃
りｒ込８契契結　　解
くぃんSI! ≪'J約結a　除
だるで行にをし付　通
さ商く貨際解Iけ
い,;.'■ri

，　し除しで　知

≒よさぜてした　・書
　　｀ぃIS 支ま　'rt
　右　・一払す&

!
　。　ﾇ!ぃ・., IS

　支　>* ま　“‘'売
　琴　　H　　琵

　返　n 頭　金8

内
容
証
明
書
用
紙

同
じ
種
類
の
も
の
を
買
っ
て

来
る
か
、
別
の
洗
浄
剤
を
使

う
場
合
は
、
い
っ
た
ん
水
で

一
旦
ハ
い
に
洗
い
流
し
て
か
ら

家
灘
用
洗
剤
で
死
亡
事
故

塩
素
系
十
酸
性
タ
イ
プ
で

す
・
し
尿
汚
れ
か
分
解
す
る

・
：
ト
イ
レ
用
洗
浄
剤
、
排
水

パ
イ
プ
用
洗
浄
剤
、
タ
イ
ル

用
洗
浄
剤
、
消
臭
剤

こ
の
ぷ
っ
に
、
使
用
目
的
に

①
洗
浄
剤
、
犀
日
剤
、
カ
ビ
取

　
り
剤
は
、
混
ぜ
た
り
一
緒
に

　
使
っ
た
り
し
て
は
い
け
ま
せ

　
ん
。
掃
除
の
途
中
で
洗
浄
剤

　
が
切
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、

　
に
１
　
垂
し
ょ
う
。

②
掃
除
の
時
は
、
あ
５
即
応

　
窓
を
開
け
る
か
、
換
気
一
扇
を

　
回
す
な
ど
し
て
、
風
通
し
を

　
良
く
し
て
お
章
侭
し
ょ
う
。
・
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詰め替え使用品のための容器

]n^^男rrnmm'p^JT零|‖
誌め●え用容器。　　　　　　｀

プラスチックなどの容器を再利用することによ

り､ゴミを減らすと共にusの節約もできまr.

§

犬／

　｀ご

）にり

．愕

戸

Ｃ環境と暮らしを守る

エコマーク

使い終わった食用油を

利用して石けん4こ。

使い終わった食用油が回収され、石けんに

生まれ変わっていまT.このエコマーク石けん

a.川や湖の汚れを防止するとともに､資源

の有勣活用に役立ちiT.

　エコマークとは、「私たちの手で地球環境を守ろう」と

いう気持ちを表すもので、環境保全に役立つ商品に付け

られるシンボルマークのこと。現在、35品目1.188の商品

に付けられています。これらはその一部です。エコマー

ク付きの商品を暮らしに役立てましょう。鸞

　
上
手
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
　

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ

暮
ら
し
情

報

こ
数
年
多
数
発
生
し
て
い
求
了
。

塩
素
系
・
酸
性
タ
イ
プ

ど
れ
を
使
う
の
？

☆
塩
棄
系
山
冒
効
果
、
カ
ピ

8月末までリサイクル情報センター
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ス
ポ
ー
ツ

　
女
性
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

　
▼
と
さ
…
７
月
９
日
㈹
・
‥
Ｈ
日

出
・
1
6
日
ｇ
.
０
０
８
日
出
・
2
3
日
叫
・
2
5

日
出
。
午
後
７
時
～
９
時
。
６
回

▼
と
こ
ろ
…
黄
槃
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▼
対
象
・
：
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
中
学
生
以
上
で
初
心
者
の
女

性
▼
定
員
・
・
・
4
0
人
。
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
▼
参
加
費
・
・
・
無
料
▼

申
し
込
み
・
：
往
復
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
記

入
し
、
６
月
2
8
日
面
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
市
教
育
委
員
会
市
民
体
育

課
「
硬
式
テ
ニ
ス
係
」
（
〒
Ⅲ
宇

治
琵
琶
4
5
）
へ
。

　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
い
ず
れ
も
参
加
費
は
無
料
。
申

し
込
み
は
当
日
直
接
会
場
へ
。

　
《
西
宇
治
中
学
校
体
育
館
》

　
▼
と
き
・
・
・
６
月
2
4
日
囲
・
2
6
日

困
・
2
8
日
面
、
午
後
７
時
半
～
９

時
半
▼
内
容
・
・
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
、初心者を募集します。あなたも始めてみま

せんか。

やわらかいポールを使うソフhバ

レーはだれにでもできるｽﾎﾟｰﾂ。

イ
ン
デ
＞
－
ア
カ
▼
持
ち
物
・
・
・
上
郷

　
〈
広
野
中
学
校
体
育
館
〉

　
▼
と
き
・
・
・
７
月
１
日
側
・
３
日

團
・
５
日
吻
、
午
後
７
時
半
ｙ
９

時
半
（
３
日
だ
け
運
動
場
で
。
雨

天
の
場
合
は
体
育
館
で
）
▼
内
容

・
・
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
、
イ
ン
デ
ィ
ア

カ
、
ペ
タ
ン
ク
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ

ー
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
▼
持
ち
物
：
上

靴
。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
教
室

　
▼
と
き
・
：
６
月
3
0
日
聞
、
午
前

1
0
時
～
正
午
（
雨
ポ
ハ
中
止
）
▼
と
こ

や
・
宇
治
小
学
校
運
動
場
ｙ
内
容

・
・
・
ル
ー
ル
講
習
心
一
と
実
技
指
導
▼

参
加
費
・
：
無
料
▼
申
し
込
み
・
・
・
当

日
直
接
会
場
へ
。

お
は
な
し
会

　
お
は
な
し
会

　
▼
と
き
・
・
・
６
月
2
6
日
團
、
午
泌

３
時
半
～
ｔ
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央

図
書
館
集
会
室
（
お
は
な
し
の
へ

や
）
▼
内
容
・
：
お
は
な
し
、
よ
み

去
石
せ
、
紙
芝
居
▼
対
象
・
・
・
ｉ
歳

よ
学
校
低
学
年
（
入
場
で
き
る

の
は
子
ど
公
許
）
▼
参
加
費
…

無
料
▼
申
し
込
み
・
：
当
日
直
接
会

場
へ
▼
問
虻
お
せ
・
・
・
中
央
図
書

館
（
豊
2
0
・
1
5
1
1
）
へ
。

　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
お
は
な
し
会

　
▼
と
き
・
・
・
６
月
2
6
日
困
、
午
後

３
時
半
～
ｔ
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
平
盛

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
・
・
・
幼

児
よ
学
校
低
学
年
▼
参
加
費
―
・

無
料
▼
申
し
込
み
・
：
当
日
直
接
会

場
へ
▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・
平
盛
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
豊
4
4
・
7
4
4

7
）
へ
。

お
知
ら
せ

　
'
9
1
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
▼
と
き
…
７
月
７
日
面
、
午
後

　
■
　
　
　
Ｉ
■
■
1
1
1
1
1

1
時
開
演
▼
と
こ
ろ
…
文
化
セ
ン

タ
ー
大
ホ
ー
ル
▼
出
演
…
宇
治
市

音
楽
連
盟
加
盟
の
1
5
団
体
▼
客
演

…
西
村
美
香
・
林
佳
勲
（
プ
ル
ー

ト
ー
ピ
ア
ノ
二
重
奏
）
▼
入
場
料

…
３
０
０
円
▼
問
い
合
わ
す
・
・
社

会
教
育
課
（
内
線
４
７
５
）
へ
。

　
市
立
保
育
所
臨
時
職
員

　
登
録
希
望
者
を
募
集

　
▼
職
種
・
：
保
に
（
有
資
格
者
か

保
育
に
意
欲
の
あ
る
人
）
、
用
務
、

調
理
の
い
ず
れ
か
▼
雇
用
…
登
録

者
の
中
か
ら
必
要
に
応
じ
て
選
考

▼
申
し
込
み
・
・
・
市
販
の
履
歴
書
に

必
要
事
項
（
保
母
資
格
の
あ
る
人

は
必
ず
そ
の
旨
も
）
を
記
入
し
、
写

真
を
は
っ
て
市
役
所
保
育
課
（
〒

Ⅲ
宇
治
琵
琶
3
3
）
へ
郵
送
か
持
参

で
▼
そ
の
他
・
：
夏
休
み
中
準
ハ
学

生
も
可
▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・
保
育
課

（
内
線
３
３
０
）
へ
。

　
中
小
小
売
業
者
向
け
の

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布

　
京
都
府
宇
治
地
方
振
興
局
商
工

課
・
市
役
所
商
工
観
光
課
・
宇
治

商
工
会
議
所
で
は
、
中
小
企
業
経

営
の
近
代
化
・
経
営
基
盤
の
整
備
・

商
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
商

店
経
営
の
組
織
化
や
融
資
制
度
・

商
店
街
の
環
境
整
備
や
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
の
補
助
事
業
な
ど
に
つ
い

て
わ
か
り
や
す
く
解
脚
レ
た
パ
ン

フ
レ
″
卜
か
配
布
し
て
い
未
了
。

　
既
に
商
店
街
振
興
鰻
吊
小
売

市
場
な
ど
の
団
体
に
は
、
郵
送
し

て
い
章
ｙ
。
ご
希
望
の
人
に
は
前

記
の
窓
口
で
お
渡
し
し
示
す
の
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
中
小
小
売
業
者
向
け
の

　
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を
貸
し
出
し

　
宇
治
商
工
会
議
所
で
は
、
次
の

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
タ
賃
し
出
し
て
い

季
ｙ
。
型
式
は
Ｖ
Ｈ
Ｓ
で
m
二

ナ
″
。
詳
し
ぐ
は
同
心
一
議
所
（
豊

2
3
・
３
６
１
）
へ
。

　
①
客
数
と
売
上
を
ク
ン
ダ
ン
伸

ば
ぷ
顔
演
出
と
商
品
陳
列
法

②
レ
タ
リ
ン
グ
ー
レ
イ
ア
ウ
ト
ヘ

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
③
ア
イ
デ
ア
で

決
ま
る
Ｐ
Ｏ
Ｐ
カ
ー
ド
④
売
り

場
で
の
ギ
フ
ト
対
応
　
⑤
マ
ス
タ

ー
し
よ
う
／
基
礎
ラ
″
ピ
ン
ク

福
祉

　
手
足
・
耳
の
不
自
由
な
人
の

　
巡
回
更
生
相
談

　
▼
と
き
・
・
・
７
月
１
日
囲
、
午
後

１
時
Ａ
時
▼
と
こ
ろ
・
：
総
合
福

祉
会
館
▼
内
容
：
身
体
障
害
者
手

帳
の
交
付
・
再
交
付
に
必
要
な
診

断
、
補
装
具
の
交
付
や
修
理
に
必

要
な
診
断
▼
相
談
料
…
無
料
▼
問

い
｛
易
せ
・
・
・
福
祉
年
金
課
障
害
福

祉
係
（
内
線
３
３
５
）
へ
▼
そ
の

お買い物の

めやす　消

費者物価2

0（6月分

）

　この公表価格は、6月初めに実施した消費生活モ
ニター店頭価格調査に基づくものです｡(泊治振興課)

品　目 規　　　格
平均
■格

価格状況 器 最低
価格吋前月比封ft年比

灯　　油
18ぞ店頭

　円968 　　り勿▲1.5

　％

18.0 　　円1.133
　　円
８８２

13f配il 1,044▲1.6 22.S 1.185 945

ガソリン
レギュラーII現金
売り 127▲0.8 0．8132 119

アイワｙユ
　ペーメ4－

400 牧人l柵

りlμ･,クス・スコ･･yティ’ 134A 1.5 3.9 173 %

六所用
　　ラップ

サランラップ

30cmX 20 m 232 3.1 5.0 245 183
アルミ

　　.t. りレ 25cinX 8 m 169 12.7 3.0 194 100

シャンプー
液体ボり容S22OCC

花王エｙセンシヤル
¬･子パ．－ングタイプ 29a ０

－

299 298

it『用
　扮石けん 2.4kg 831 4.9 5.T 979 615

ｔ　　肉
すき娩用
中程度lOOg 39SA 2.5▲5.0 479 307

tSi さけ 切身100K 327 1.6 ０ 463 220

バレイショ 男爵100g 44 lり.O 51.7 74 26

キャベツ中工約lkg 174▲40.4▲31.5 258 103

鶏　　卵Ｍサイズバック入lO個 191▲8.1 7.2 214 152

食用油
u濤サラr油

ポリ容器u旧n. 53.' 0.2 12.2 595 472

しよう油キ･･，コーマン濃口ポリ容器入1I 295▲2.3 13.ti338 203

砂　　糖h自Uc 231A 5.3＆6.0 297 183

小麦粉 日１冴小支扮フラワーs（th.扮｝ 194▲3.0▲3.5 225 154
インスタント
　コーヒー ネスカフェエクセラ

甑人200 g
1.OHO j 0.4 1,182822

み　　そタヶヤミソll-g395▲2.7 9.7 410 307

食ハン．
晋通品1斤

（スライスしたもの） 16Z
▲3．6▲3.0 175 131

沈Iff代
ワイシャツ
白の艮そで 191 5.5 11.7 250 120

⑥
個
性
化
ギ
フ
ト
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
⑦
嫌
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
の
お
店
の
対
応
⑧
逃
が

し
て
い
ま
せ
ん
か
９
大
切
な
お
客

様
⑨
ど
こ
で
も
、
だ
れ
に
で
も

手
軽
に
で
き
る
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

づ
く
り
⑩
上
手
な
電
話
応
対
こ

そ
商
売
繁
盛
の
コ
ツ
⑩
思
わ
ぬ
・

ト
ラ
ブ
ル
奎
１
　
昆
こ
す
手
形
の

取
り
扱
い
法
⑩
忙
し
い
社
長
さ

ん
の
気
に
な
る
税
金
⑩
販
売
接

客
技
術
を
参
り
に
強
化
す
る
販
売

体
制
つ
く
り
⑩
社
内
情
報
を
１

０
０
％
活
用
／
・
伸
び
る
メ
ー
力

１
の
業
績
・
販
売
管
理
⑩
伸
び

る
企
業
の
ヒ
″
ト
商
品
を
生
み
出

す
発
相
迩
と
そ
の
仕
掛
け
方

　
　
ワ
ー
プ
ロ
講
座

　
城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

　
現
在
、
墨
畢
当
・
特
例
給
付

を
営
け
て
い
番
人
（
四
月
に
新
た

に
申
請
し
、
五
月
か
公
路
資
格

▲印は咸Ｏいずれも消費税込み

Ｉ
；
；
；
；
；
；
；

　
　
状
況
な
ど
、
「
事
業
所
統
計
調

　
　
査
」
で
は
経
営
組
織
や
従
業
者
。

　
　
数
・
業
種
な
ど
の
事
業
所
の
基

　
　
本
的
な
構
造
や
活
動
の
状
況
な

　
　
芦
恋
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
す
。

　
　
　
こ
れ
ら
の
調
査
で
得
ら
元
だ

　
　
資
料
は
、
国
や
地
方
の
さ
ま
ざ

　
　
ま
な
計
画
や
施
策
か
立
案
す
る

　
　
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
用

　
　
言
れ
康
司

　
　
　
六
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
調

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
喜
茫
ご
記
入
い

た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、

他
に
漏
ら
し
た
紅
統
計
以
外
の

目
的
に
使
用
し
た
り
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
詳
し
ぐ
は
企
画
課
（
内
線
２

３
８
）
へ
お
問
い
＜
ａ
Ｑ
＼
＊
J
°

1268

で
は
、
左
表
の
講
座
を
開
孝
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
同
セ

ン
タ
よ
き
4
6
・
0
6
8
8
）
へ
。

ワープロ講座の日程・内容

講　座　名 期間 曜日
時　間

回

数

(回)

定

員

(人)
受講料
　(円)

ワープロ初m) 7/11～
　7/29

月

木
18:30～
　21:00

６ 10 7,800

ワープロ（中級）7／7～
　8／25

日
13:00～
　　15:30

８ 20 10,400

他
・
・
・
モ
帳
の
交
付
・
再
交
付
申
請

に
は
印
鑑
と
顔
写
真
（
４
ｔ
Ｘ
３

？
）
１
枚
が
。
補
装
具
の
交
付
・

修
理
申
請
に
は
印
鑑
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
現
在
補
装
具
か
使
用
し
て

い
る
人
は
、
必
ず
そ
の
補
装
具
を

持
参
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
児
童
手
当
・
特
例
給
付

　
現
況
届
の
提
出
は

　
６
月
中
に

の
あ
る
人
を
含
む
）
は
、
六
月
中

に
ｍ
混
届
を
福
祉
年
金
課
母
子
児

斎
福
祉
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

沢
仇
届
の
用
紙
は
、
五
月
末
に
受

給
者
の
お
宅
に
お
送
り
し
て
い
ま

す
。
提
出
さ
れ
な
い
と
六
月
分
以

降
受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
を
。

　
な
お
、
受
給
対
象
と
な
る
の
は

第
二
子
・
第
三
子
以
降
と
も
義
務

教
育
就
学
前
（
小
学
校
入
学
前
）

の
児
童
で
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
福
祉
年
金
課
母

子
児
童
福
祉
係
（
内
線
３
３
６
・

５
１
０
）
へ
。

ご協力ください

『商業調査』と　『事日所統計調査』

　
平
成
三
年
七
月
一
日
現
在
で
。

　
「
商
業
統
計
調
査
」
と
「
事
業

所
統
計
調
査
」
が
、
全
国
一
斉

に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
の
対
象
と
な
る
の
は
、

「
商
業
統
計
調
査
」
で
は
卸
売
・

小
売
萎
石
Ｕ
商
店
で
、
「
事

業
所
統
計
調
査
」
で
は
、
商
店

以
外
の
事
業
所
。
目
的
は
、
「
商

業
統
計
調
査
」
で
は
商
店
の
販

癩
屈
動
の
実
態
や
商
店
の
分
布

状
況

‘
・
面
品
の
全
国
的
な
流
通

基
本
健
康
診
査
　
子
宮
が
ん
検
診
　
実
施
中

　
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
健
康
管
理
係
内
線
3
6
0
・
5
0
5

　
資
　
　
格

　　
排
水
設
備
工
事

　
技
術
者
試
験

　
市
の
排
水
設
備
工
事
公
認
業
者

の
指
定
要
件
の
一
つ
で
あ
る
「
一

級
技
術
者
」
と
「
二
級
技
術
者
」

の
資
格
試
験
を
行
い
ま
す
。

　
《
講
習
会
〉

　
▼
と
き
…
１
級
＝
７
月
1
7
日
困

・
２
級
＝
1
8
日
南
、
い
ず
れ
も
午

後
６
時
～
９
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
市

職
員
会
館
。

　
《
・
一
次
試
験
〉

　
▼
と
き
・
：
１
級
＝
７
月
2
5
日
出

・
２
級
山
一
日
幽
、
い
ず
れ
も
午

前
９
時
半
～
午
後
Ｏ
時
半
▼
と
こ

ろ
…
市
職
員
会
館
。

　
〈
２
次
試
験
〉

　
▼
と
き
・
・
・
１
級
＝
８
月
６
日
叫

・
２
級
＝
７
日
困
、
い
ず
れ
も
午

前
９
時
半
～
▼
と
こ
ろ
・
・
・
東
宇
治

浄
化
セ
ン
タ
ー
。

　
〈
受
験
の
要
領
〉

　
▼
試
験
科
目
…
１
級
＝
下
水
道

関
係
法
規
、
下
水
道
工
学
、
設
計

実
技
。
２
級
＝
下
水
道
関
係
法
規
、

下
水
道
工
学
（
下
水
道
に
関
す
る

　
一
般
知
識
）
▼
受
験
料
・
：
Ｉ
級
＝

1
0
0
0
円
Ｃ
Ｍ
級
＝
ｇ
）
Ｏ
Ｏ
円

▼
申
し
込
み
・
：
所
定
の
受
験
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
３
ヵ

月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真
（
３
・
。

６
？
×
２
・
４
？
）
２
枚
と
必
要

書
類
忿
添
え
て
、
６
月
2
8
日
面
～

７
月
1
2
日
金
に
東
宇
治
浄
化
セ
ン

タ
ー
内
下
水
道
事
務
所
管
理
普
及

課
（
木
幡
北
島
1
0
）
へ
持
参
で
（
郵

送
で
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
）
。
実

施
要
項
と
串
込
書
は
管
理
普
及
課

に
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
試
験
に
合
格
す
る

だ
け
で
は
公
認
業
者
に
な
れ
ま
せ

ん
。
受
験
資
格
な
ど
詳
し
く
は
管

理
普
及
課
（
容
3
1
・
8
4
7
6
）
へ
。

　
危
険
物
取
扱
者
。

　
消
防
設
備
士
免
状

　
の
写
真
の
は
り
替
え

険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備
士
免
状
　
７
５
・
２
４
１
・
3
9
4
5
）
へ
。

の
写
真
は
、
撮
影
日
か
ら
干
年
が
　
　
肖
　
　
　
　
　
食

過
ぎ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
は
り
　
　
、
、
’

防
設
備
士
試
Ｉ

替
え
’
（
＝
写
真
書
声
換
え
）
が
必
　
　
▼
と
さ
・
・
・
８
月
３
日
出
・
４
日

要
に
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
面
▼
と
こ
ろ
・
・
・
京
都
府
立
大
学

　
た
だ
し
、
。
平
成
元
年
三
月
三
十
　
（
京
都
市
左
京
区
下
鴨
半
木
町
Ｉ

一
日
ま
で
に
免
状
が
交
付
さ
れ
た
　
の
５
）
▼
願
書
の
配
布
…
市
内
各

人
に
つ
い
て
は
、
既
に
十
年
が
経
　
消
防
（
分
）
署
で
午
前
９
時
～
午
後

過
し
て
い
て
も
平
成
四
年
三
月
三
　
５
時
に
配
布
中
▼
願
書
受
け
付
け

十
一
日
ま
で
に
写
真
書
き
換
え
を
　
…
７
月
１
日
向
Ａ
日
金
、
午
前

す
れ
ば
い
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
　
９
時
半
～
午
後
４
時
半
に
㈲
消
防

す
。
該
当
す
る
人
は
、
こ
の
間
に
　
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
京
都
府
支
部

手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
　
（
京
都
市
上
京
区
釜
座
通
丸
太
町

手
続
き
に
必
要
な
申
請
書
用
紙
は
、
上
る
都
文
化
ビ
ル
デ
″
ン
グ
２

市
内
各
消
防
（
分
）
署
で
配
布
中
で
階
）
で
▼
問
良
お
せ
・
・
・
同
支
部

　
問
い
合
わ
せ
は
剛
消
防
試
験
研
　
５
）
へ
。

平
成
元
年
四
月
一
日
か
ら
、
危
　
究
セ
ン
タ
ー
京
都
府
支
部
（
Ｓ
Ｏ

市
民
の
ひ
ろ
ば
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